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１ 「五感研修」の根底にあるもの 

数年前から「五感研修」という学習方法を臼杵、小布施、沖縄、

岡崎、佐渡で試みてきました。このたびの奄美での「五感研修」は

私が思い描いていた学習方法にほぼ近づいた感じがします。 

この「五感研修」という学習方法の根底には松下幸之助さんの「万

事研修」という教育観が流れています。 

松下幸之助さんは８５歳のときに私財を投じて松下政経塾を創りま

した。今年は創立してから２８年になります。 

私は１０年ほど前、ご縁があって松下政経塾の副塾長を務めていた

上甲晃さん（現在、志ネットワーク代表）に出会い、主宰する「青

年塾」に２年間、参加しました。その後も継続して、各地で開催さ

れる「青年塾」の行事に参加してきました。そこで学んだのが「万

事研修」という考え方です。 

松下政経塾では松下幸之助塾主の思想が「塾是」「塾訓」「五誓」

として受け継がれています。そして松下政経塾の教育の根幹にある

のが「五誓」の中にある「万事研修」という考え方であり、次のよ

うに示されています。 

「見るもの聞くことすべてに学び、一切の体験を研修と受け止めて

勤しむところに真の向上がある。心して見れば、万物ことごとく我

が師となる。」 

さらに松下政経塾の研修方針は「自修自得」「切磋琢磨」「現地現場」

「徳知体三位一体」「万差億別」の５項目に展開されています。 

 このたびの奄美の「五感研修」は松下政経塾の研究生、安田壮平

さんにお世話になりました。 

安田壮平さんは「奄美五感研修プログラム」の随所に松下政経塾で

学んだ「万事研修」「自修自得」の考え方を取り入れました。 

およそ６ヵ月前から構想を練って、故郷の奄美に帰るたびに研修場

所の下見のために足を運び、また関係者と綿密な打合せをしていた

だきました。今回の「五感研修」の成功のために尽力してくださっ

た安田壮平さんに心からの感謝をしたいと思います。 

 

２ 「一隅を照らす人」から学ぶ 



 今回の４日間の研修では「一隅を照らす人々」に出会いました。

出会った人たちはごく普通の生活を送りながら、地域が良くなるこ

とを願い、地域のために働いている人たちでした。「五感研修」の目

的のひとつに「一隅を照らす人々」を探し求めるということがあり

ます。ごく普通の人たちが一隅を照らすことによって、日本のあち

こちに灯りが点る社会をつくっていきたいと思うからです。 

今、私は「一灯照隅、万灯照国」、「無名有力、有名無力」という先

人の言葉を噛みしめています。 

 

３ 研修生の学び方 

 奄美での「五感研修」でいちばん感動したのは、最終日のあやま

る岬での感想発表でした。夕暮れの風景の中でひとりひとりが思い

をこめて語った研修の感想にはじーんとくるものがありました。 

「五感研修」を重ねるたびに「気づく力」「感じる力」が向上、さら

に「学ぶ力」を着実に体得しているようです。この「学ぶ力」を身

につければ「見るもの聞くことすべてが研修」になりますので、生

涯、成長を続けることができるようになるでしょう。 

「五感研修」は地域の有志の方々から支援をいただきながら学びま

す。また研修生は常に「相互学習」、「切磋琢磨」という姿勢が求め

られます。その姿勢は「自己開示力」と「マナー」そして「学ぶ力

と意欲」として現れてきます。 

特に「マナー」は五感研修を支える重要な条件になります。「マナー」

には「最低限のマナー」と「プラスのマナー」があります。 

「最低限のマナー」は他人に迷惑をかけない、声を出して挨拶をす

る、人の話に集中して耳を傾ける、などがあります。「プラスのマナ

ー」には「来たときよりも綺麗にして帰る」などがあるでしょう。

まずは「最低限のマナー」は当たり前、そして「プラスのマナー」

を心がけながら研修に臨みましょう。 

 

４ 来年への思い 

 来年も新たな五感研修の場を創っていきたいと思います。すでに

数カ所の候補地が浮かび上がっているので、関係者の皆様の協力を

いただきながら具体化していきます。従来の五感研修はさらに改善

しながら継続して実施していきます。 

この五感研修が成り立っているのはすべて「地域プロデューサー」

のお陰です。今後、「地域プロデューサー」がお互いに出会う機会を



つくって、それぞれの地域のよさを交流していきたいと考えていま

す。 

「五感研修」を体験した研修生はご自分の地域でいろいろなカタチ

の「五感研修」「五感塾」「地域交流プログラム」を工夫、実践して

いただきたいと思います。 

よく探求してみれば、地域には必ず「一隅を照らす人」が存在し、

また紹介したい地域の文化が存在します。それに光をあてながら「五

感研修」のプロデュースをしてみてください。そうすれば新しい出

会い、発見、学びにつながっていきます。 

 

５ 最後に 

「五感研修」は小さな活動ですが、この小さな一石の波紋があち

こちに広がっていくことを願っています。 

「奄美五感研修」は多くの方々のご尽力によって実現し、今後につ

ながる素晴らしい研修会になりました。 

心から御礼を申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


